
つなぐちゃん

こんにちは。「さくらんぼだより10月号」は

KS高校ソフトテニス部OGのY＆Tペアが担当する

第4弾です！！

さて、今回のさくらんぼだよりは私達スタッフが

子供の頃によく遊んだ昭和のおもちゃを

ご紹介しま～す♬

皆さんのお家にも見覚えのあるおもちゃがありましたか？

当院に通院されている患者さん（K・Gさん）手作りの編みぐるみ

かわいい双子ちゃんで～す♬

ステキな編みぐるみありがとうございます

院長より

「医療ツーリズム(Medical tourism)」という言葉を耳にしたことはありますか？

「医療ツーリズム」とは、自国だと高額あるいは専門医が少ない等の理由で受けることが難しい医療サービス

を、観光と組み合わせて受けに行く海外旅行のことです。

ヨーロッパや中近東の富裕層がタイやシンガポールに癌の手術を受けに行くことは「医療ツーリズム」の代

表的な例ですが、日本の若い女性が韓国に美容整形の手術を受けに行くことも「医療ツーリズム」の一例で

す。

眼科の分野では、二重瞼の形成手術以外に、レーシックやICL等の近視矯正手術やレーザーを用いた白内

障手術のために渡航する方が増えつつあると聞きます。目的地別では最近ベトナムの人気が高まっている

ようです。

安くて高品質な医療行為を早期に受けられるなら、外国に出かけるのは決して悪い話ではありません。

しかし、どんな国で治療を受けようと、手術後一定期間の経過観察が必要ですし、稀に起こりうる合併症に

対する備えも欠かすことはできません。

海外で受けた手術であっても、日本帰国後に国内の医療機関で経過観察を受ける場合は、原則として日

本の健康保険（3割負担など）が適用されます。

しかし、以下に該当する場合は健康保険が適用されず、全額自費で経過観察や治療を受けなければなり

ません。

１、日本国内で承認されていない治療の継続

（海外特有の未承認薬の処方や、日本にない特殊な検査・処置を希望する場合）

２、美容整形や歯科インプラントなどの経過観察

（海外で受けた治療が日本でも保険適用外の場合）

何事にも落とし穴があります。「医療ツーリズム」を安易に考えないようにしましょう。
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懐かしいおもちゃ

編集後記

いかがでしたか？ 懐かしくて、ついつい笑みがこぼれますよね～⁈

まだ、お家のどこかで眠っているかもしれませんね！

こわれた「おもちゃを

なおしたい


